
 

 

評価規準を活用した算数科の授業のあり方 

―学ぶ楽しさを味わう算数的活動を通して― 

 

 土佐市立北原小学校  教諭 岡﨑 優子 

 

「思考力・判断力が弱い」「算数に苦手意識を持っている」「学習したことが定着しにくい」とい

う児童の現状の中、「算数好き」な児童を育て、「考える力」を育成することが算数の基礎・基本の

定着を図り、学力の向上に向かう大事な要素だと考えた。「学ぶ楽しさ」「算数的活動」「評価」を

キーワードに検証授業を行い、児童ができる、分かると思える授業の構築とそのための算数的

活動と評価のあり方について考察する。 
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１ はじめに 
 文部科学省が行った「平成13年小中学校教育課程実施状況調査報告書」を見ると、算数に対する関 

心・意欲の高さが学力の定着・向上につながるという結果が現れている。また、内容領域別に見ると、 

意味理解や数学的な考え方を問う設問に対しては、通過率が低い傾向にある。実践校の前年度のＣＲ 

Ｔ検査の結果からも、領域別にみると、思考・判断を問う問題でどの学年も低い傾向にあった。また、 

算数科に対する児童アンケートからは、「算数の時間を少なくしてほしい。」「文章問題はいやだ。」な 

ど、算数への関心・意欲を高める必要性が読み取れた。 

現行の学習指導要領では、自ら学び自ら考える力の育成、基礎的・基本的な内容の確実な定着と個

を生かす教育の充実がうたわれている。また、上記の現状を考えた時、「算数好き」な児童を育て、「考

える力」を育成することが、算数の基礎・基本の定着を図り、学力の向上に向かう大事な要素だとい

える。このようなことから、本研究では子どもたちに算数への興味を持たせ、意欲的、主体的な学習

をさせ、学力向上につながる算数科の授業のあり方を研究・開発したいと考えた。 
そこで、学習への意欲を高め、思考を深めていけるような算数的活動と単元の目標や児童の実態に

照らし合わせた具体の評価規準を活用することが、児童ができる、分かると思える授業に有効である

と考え、上記のテーマを設定した。 

 

２ 研究目的                      
本研究では、研究仮説を下記のように設定し、思考過 

 程における算数的活動の工夫・開発と学習活動における 
具体の評価規準を活用することを手立てに検証授業を行 
う。そのことから、学ぶ楽しさを味わい、学力向上に向 
かう算数の授業のあり方を考えていきたいと思う。 
  研究仮説 

（１）思考を深める過程で算数的活動を積極的に取り入 
れた授業構成をすれば、学ぶ楽しさを味わうことか 
ら、学習への意欲が起こり、そこから学力の育成が 
できるだろう。 

 
（２）評価規準を定め、児童一人ひとりを見取った評価 
をすれば、よりよい授業改善を行うことができ、そ 
れが、児童の学力向上へとつながっていくだろう。 【図１】  研究構想図 

 



 

３ 研究内容 
（１）仮説１の検証 

思考を深める過程で算数的活動を積極的に取り入れた授業構成をすれば、学ぶ楽しさを味わうこ

とから、学習への意欲が起こり、そこから学力の育成ができるだろう。 
   

算数的活動とは、小学校学習指導要領解説算数編には、算数科の目標全体にかかわる学習指導法

の原理であり、「児童が目的意識を持って取り組む算数にかかわりのある様々な活動」とある。その

活動の中味としては、作業的・体験的な活動など手や身体を使った外的な活動を主とするもの、思

考活動などの内的な活動を主とするものもあるとして、８つの例が挙げられている。そして、その

意義としては，主体的なものであり、楽しい、分かりやすいものであり、創造的、発展的なもので

あることなどが述べられている。思考過程において算数的活動を用いることによって意欲化や考え

る力の育成を図り、児童が「できた。分かった。算数が楽しい。」と実感できる授業を目指したい。 

 

① 授業で用いた算数的活動の考察 

     ４年「広さを調べよう（面積）」（東

京書籍）と５年「三角形のひみつをさ

ぐろう」（東京書籍）の学習で用いた算

数的活動のうち、３つの算数的活動に

ついて考察を述べる。 

ア 同周の面積問題（４年） 

〔具体物を用いた算数的活動〕 

１本の長さが１㎝の棒を12本使っ

て、９㎠の正方形から、違う面積の図

形を作っていく。操作活動を取り入れ

ることによって、学習内容が理解し

やすくなると考えた。写真１のよう

に実際に操作することによって、「や

りたい。」という意欲がわき、積極的

に学習に取り組めた。また、児童の

学習感想からも「まわりの長さはい

っしょでも面積は違う形ができる。

同じ長さでも面積がちがう形ができ

てうれしかったし、作るのが楽しか

った。」というように、算数的活動の

楽しさを味わいながら、その活動に

よって、学習内容も理解しているこ

とが分かる。 

 

イ 大きな単位（４年） 

〔作業的・体験的な算数的活動〕 

大きな面積の単位は、児童にとって分かり

にくいものであり、その広さを認識して、単

位関係を理解していくことは難しいと感じ 

 

 
【写真１】棒を操作して、同周、異面積図を作る。 

 

【表１】  第４学年で用いた算数的活動 



 

る。運動場など広い所で遊んだりする経験は 

あるが、その広さを意識しているわけではな

いので、実感が伴っていないと考える。経験

と学習をつなげることで広さを実感させる

必要がある。 

そこで、写真２のように実際の広さが体験

できるように新聞紙で１㎡を作って、その上

にみんなで乗ったり、教室や廊下の縦、横の

長さを測って１㎡のいくつ分、面積は何㎡な

ども求めた。また、写真３のように外に出て

１aを作り、ドッチボールも行った。haや㎢

は実際にその広さを作ったりはできないが、

１㎡や１aの体験が、１haや１㎢を理解する

のに役立ったのではないかと考える。児童の

学習感想からも、「大きい面積を測る時、㎠

じゃあ計算が大変でした。けど、㎡や㎢で計

算がしやすくなりました。１ａや１haも大きな単位

だけど、１番１㎢が大きかったです。」という

ように、大きな単位の有用性や大小関係につ

いて理解していることが読み取れた。 

 

   

   ウ 内角の和の求め方の式化（５年）〔探求的な算数的活動〕 

     多角形とその内角の和の関係について、図２のように表に角の数、三角形の数、内角の和を

記入し、気がついたことを発表し合う。そこから、関係を式化し、一般化を行う。「表に角の数

や三角形の数、角の和というふうに書いていれば、気づくことがいっぱいありました。今日や

ったみたいに気づいたことがいっぱいみつかれば楽しかったです。」というように、学習感想に

は自力解決できる喜びが表現され、また、ノートの記述からは、活動によって、思考を深めて

いることが読み取れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   【図２】 児童のノート 

 

 

【写真２】 新聞紙で１aを作る。 

【写真３】１aでドッチボールをする。 

 

【表２】 第５学年で用いた算数的活動 



 

② 振り返りカードからの考察（グラフ番号は表１・２を参照 グラフ１・２は偶数番号のみ記載） 

授業のふり返りカードの「楽しく学習できたか」「学習がわかったか」の質問では下記のグラフ

１～４のようになった。 
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学習の楽しさでは、「よくできた」「まあまあできた」を合わせると、４年では 100％、５年で

もほぼ 100％と高数値になっており、学習の理解でも、「よくできた」「まあまあできた」を合わ

せると、４年では100％、５年でも90％～100％と高数値になっている。また、「自分で考えて問

題が解けたか」でも、90％～100％となっている。これらの数値は、児童が思考を深め、学習を理

解したことを表していると考える。また、前項に示した学習感想のように、算数的活動の楽しさ

や分かる、できる喜びにふれたものや、「いろんな考え方を見つけるのが楽しい」というように考

える楽しさを味わっている記述もある。 

このことは、思考過程で算数的活動を用いることは、意欲化を図り、考える力の育成に有効に

働いていることを表していると考える。 
 

（２）仮説２の検証 
   評価規準を定め、児童一人ひとりを見取った評価をすれば、よりよい授業改善を行うことができ、

それが、児童の学力向上へとつながっていくだろう。 
 
  評価は、学びを支えている重要な部分であり、毎時間の算数の授業における子どもの思考・活動 

の様子の蓄積をもとに行われるものである。妥当性や信頼性の高い評価を行おうとする場合、単元 

全体や本時の目標、さらには児童の実態に照らし合わせて具体の評価規準の設定が必要である。そ 

こで、評価規準の具体化を行うにあたって、図３のように学習指導要領等をもとに、年間の指導計 

画、評価計画をたて、単元の評価規準、指導計画、評価計画とたてていった。本単元においては、 

単元を通して４観点のバランスを考えて評価を行うが、毎時のねらいを明確にし、児童の実現状況 

を適切に把握するため、１単位時間の評価規準は１～２観点とする。このように該当学年での指導 

内容や系統性を把握した上で、評価規準を具体化することは、授業者にとって、授業のねらいを明 



【図３】 評価規準の具体化の手順 

【図４】 授業カルテ 

確に持つことになり、児童にとっては、学習のめあ

てがはっきりすることにつながる。また、評価方法

もあらかじめ決めておくことで、児童の実現状況を

把握しやすく、授業時間内での支援や次時の授業計

画が行いやすくなる。 

評価方法としては、対象児童数が少人数なので、

毎時間の児童の活動の様子や発言、ノートやワーク

シートへの考え方の記述や学習感想を分析したり、

さらに授業中の指導・支援に生かしたり、次時の授

業を改善したりする資料として、図４のように授業

カルテに活動の様子や考え方、解決具合等を記入し

ていく。そして、児童のつまずきや進歩を見取り、

評価の判断資料とするとともに、次時の計画見直し

の資料とする。このような授業カルテを時間内に全

て記録することは難しいが、児童の思考過程がうか

がえ、全児童の実現状況が一度に見えるなどの利点     

がある。また、毎時の記録を残しておくことで、授

業改善や単元の総括評価を行う時に役立った。特に

「算数への関心・意欲・態度」「数学的な考え方」の

観点を判断する際には、児童の学習過程を見取るこ

とができ、信頼性・妥当性のある資料となった。 

 

① 観点「算数への関心・意欲・態度」の評価       

   ４年「広さを調べよう」第２・３時 

 

     

 「算数への関心・意欲・態度」を評価するため

に主に活動の様子を観察することで判断した。観

察の場面としては、広さの比較方法と任意単位の

決定の２場面とし、それを導く算数的活動に取り

組む様子やつぶやきを観察して授業カルテに記録

した。観察という評価方法をとる場合、評価規準

に照らし合わせた具体的な児童の反応を想定して

おく必要がある。本時は「既習の量の場合と関連

づけて」に着目し、「直接重ねて比べる」「長さを

測って比べる」「何かのいくつ分として比べる」と

いう反応例を事前に考えていた。このように観察

する視点を明確に持つことで、より児童の実態に

即した評価ができたのではないかと思う。しかし、

あまり多くの反応例を明確に持ちすぎると、教師

の意識が片寄りすぎ、児童の豊かな発想やその児

童なりの考え方を見落とすことになりはしないか

と思い、観察という評価方法を行う上でこの点に

留意すべきであると感じた。 

 

 

既習の量の場合と関連付けながら、いろいろな方

法で広さの比べ方を考えている。 

 
【写真４】 広さの比較をする。  



【写真５】 任意単位のいくつ分

を求める。 

【図５】十分満足できる状況（A）  

 

【図７】おおむね満足できる

状況（B） 

② 観点「数学的な考え方」の評価 

   ア ４年「広さを調べよう」第２・３時 

 

 単位となるものを並べて広さを比べるということを理解

した上で、任意単位決定の理由やいくつ分の表し方を考え

させたい。任意単位決定場面では根拠を明確にした決定理

由の表現の中に「数学的な考え方」につながる力が現れて

くると考えた。１辺が２㎝のブロックや画鋲を並べていた

児童もいたが、長方形の中にきちんと敷き詰められないこ

とや画鋲では隙間ができることから、任意単位としては適

切でないことを、グループの話し合いや教師の支援から理

解した。そして、１㎤の立方体を任意単位とし、そのいく

つ分であるのかを求めることができたので、おおむね満足

できる状況（Ｂ）と判断した。また、長方形の上に並べた

任意単位のいくつ分かを求めるのに、横にいくつ、縦にい

くつというかけ算の見方に着目して発言をしている児童も

いた。そのことが次時の求積公式を作る学習へつながるの

で、その児童は十分満足できる状況（Ａ）と判断した。 

 しかし、発言からという評価方法は、発言する児童は限

られてくる場合があるので、そこから全児童を判断するこ

とは難しいと思う。したがって、ノートの記述等と重ねて、

総合的に判断することが必要となってくる。ノートに自分

の考えを書かせるということは、児童の思考過程や学習の

実現状況も読み取れ、その授業時間内に見切れなかったも

のも見える。また、評価として見取るだけではなく、これ

を継続していくことで、「数学的な考え方」の育成にもつな

がると考える。 

 

   イ ５年「三角形のひみつをさぐろう」第１・２時 

    三角形の内角の和が180°であることをいろいろな方法で考えている。 

     自分で作った三角形の内角

の和は 180°であることをい

ろいろな方法で求める場面を

評価場面とした。直角三角形

を敷き詰めて、三つの内角が

集まったところは、一直線

（180°）になったことから考

えをつなげて、「一つの方法」

の場合は、おおむね満足でき

る状況（Ｂ）、「角を一直線に

集める方法を複数見つける」

ことができれば、十分満足で

きる状況（Ａ）と判断した。 

本時では努力を要する状況 

【図６】十分満足できる状況（A） 

単位の大きさを決めて、広さを比べることを考えている。 

 

複数方法で一直線（180°）
になることを見つけてい

る。 
二つの三角形で説明してい

るが、方法は一つである。 

かけ算の考え方で求め方を

説明している。 



（Ｃ）となった児童が３名いた。これらの児童は、三角形を作り、それぞれの角に印をつける所

まではできていたが、その後の調べる方法に考えが至っていない。直角三角形の敷き詰めを振

り返らせ、３つの角が集まって一直線になっていることを確認した上で、自分で作った三角形

を折ったり、切り取ったりして、三つの角を合わせると180°になることを個別指導した。 

 

③ 単元の観点別評価の総括 
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【グラフ５】４年観点別評価          【グラフ６】５年観点別評価  

 

総括評価をする際には、基本的にＡが半分を超えていればＡ、Ｃが半分を超えていればＣ、そ

れ以外はＢと判断するように考えた。しかし、実践してみて、単元の後半に理解を深めていく場

合もあるなど、児童よって学習状況が違う。したがって、上述のように機械的な判断だけでは実

態に即していない場合がある。このような場合、毎時の学習ノートの記述や授業カルテ等が判断

資料として有効であった。 

４年の面積単元における評価結果（グラフ５）は、どの観点でも良好な結果といえる。特に「算

数への関心・意欲・態度」で高い結果となっていた。しかし、「数学的な考え方」「数量や図形に

ついての表現・処理」では、1名の児童が努力を要する状況（Ｃ）となった。また、５年の多角

形の内角の和の学習については、数量や図形についての表現・処理で１名の児童が努力を要する

状況（Ｃ）となったが、その他は、おおむね満足できる状況（Ｂ）、十分満足できる状況（Ａ）で

あった。４年同様良好な結果（グラフ６）といえると思うが、「数学的な考え方」「数量や図形に

ついての知識・理解」で、もう少し支援、指導の工夫があれば、児童の学習向上が見られたかも

しれないと考える。 

   努力を要する状況（Ｃ）となった児童に対する支援が十分であったのか、また、指導方法は適

切であったのかを振り返り、今後の指導・支援の仕方を考えていかなければならない。児童の実

現状況から、その評価方法や評価場面は適切であったのかを常に検証し、見直すことが、信頼性、

妥当性の高い評価に結びつき、また、継続して取り組むことにより、授業はより質の高いものへ

と改善されると考える。 

 

４ 成果と課題 

 本研究では、評価規準を活用した授業のあり方をさぐるにあたって、算数的活動を取り入れること

は有効であり、具体の評価規準を設定することで、授業のねらいが明確化され、少しではあるが、授

業の質を高めることができたのではないかと考える。しかし、多くの課題が見えてきたことも事実で

ある。そこで、これらの結果をもとに成果と課題を明らかにしたい。 

  「算数好き」な児童を育て、「考える力」を育成することを主目的とした時、どのように子どもを見 

取り、評価するのかが課題であったが、授業のねらいを意識した算数的活動を取り入れることで、児 

童の主体的な活動が生まれ、その活動の楽しさを児童は味わいながら、学習の理解も深まり、学習の 



意欲化や考える力の育成が図られたと考える。また、活動の様子やつぶやきなどから児童の思考過程 

や気持ちの動きを読み取ることができ、学習状況の把握ができた。そして、具体的な評価規準を用い 
て授業を行うことによって1時間の授業で指導すべきことが明確化され、評価をすることで指導の不 

十分な点も明らかになり、次時の授業の組み立てを考え直すなど、授業改善につなげることができた。 

また、児童一人一人の進歩やつまずきを見取ることから児童の学習状況を把握し、個に応じた指導が 

可能になることも挙げられる。さらに、指導者側に授業のねらいが明確になっていることで、児童も 

授業の課題を把握しやすく、課題解決に取組みやすいと感じた。個に応じた指導を心がけ、一人一人 

をしっかり見取ることによって、児童にとって分かる授業となり、その結果、意欲が高まり、より積 

極的な授業参加ができたのではないかと考える。このことは、授業後のアンケート（グラフ７・８） 

で「算数好き」が増えていることや、観点別評価結果において、「算数への関心・意欲・態度」の評価 
結果が高くなっていることからもいえる。 
 課題としては、最終的に「数学的な考え方」

と「数量や図形についての表現・処理において、

努力を要する状況（Ｃ）となった児童が４年、

５年とも１名ずついたことである。これらの児

童は、前の授業をふり返る力、また、その学習

したことを次へつなげて考える力が育ってい

なかったと考える１時間１時間の評価をしっ

かり行い、それをもとに、これらの児童により

即した支援や指導ができていれば、おおむね満

足できる状況（Ｂ）になったかもしれないと考

える。児童に即した支援や指導のあり方、評価

の仕方を考えていく必要がある。また、おおむ

ね満足できる状況（Ｂ）と判断しても、それに

はかなりの幅がある。児童一人一人の学習状況

を把握した上での支援や指導を考えなければ

ならない。より信頼性、妥当性の高い評価を行

うために、評価方法や評価場面の研究がさらに

必要である。児童が「分かった。」「できた。」

と感じ、学ぶ楽しさを味わう授業を行うために、

授業のねらいを意識した算数的活動や評価を

めざして、取り組んでいきたい。         
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